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当 社 群 馬 製 作 所 に お い て 、 完 成 検 査 員 の 資 格 を 有 し て い な い 者 が 完 成 検 査 を 行 っ て い る な ど の 不 適 切 な
運用、完成検査工程に属する燃費・排出ガスの抜き取り検査工程およびその他の完成検査業務で、不適切
な 行 為 が 行 わ れ て い た こ と が 判 明 し ま し た 。 お 客 様 を は じ め 、 ス テ ー ク ホ ル ダ ー の 皆 様 に 、 大 変 な
ご心配とご迷惑をおかけしておりますこと、心よりお詫び申し上げます。
社外専門家チームによる調査報告書では、一連の不適切行為が長期、多種、広範にわたっていた背景は、
「企業風土」という体質的問題や、従業員のコンプライアンス意識の問題だけに起因するものではなく、
経 営 陣 の 完 成 検 査 業 務 に 対 す る 認 識 お よ び 関 与 が 不 十 分 で あ っ た こ と を 指 摘 さ れ て お り 、 経 営 の 責 任 を
極めて重く受け止めています。私以下、現経営陣が果たすべき責任は、再発防止策を確実に実行し、その
成果を挙げていくことであり、自らが陣頭指揮を執って、皆様からの信頼を一歩ずつ回復していきます。

完 成 検 査 に 係 る 不 適 切 事 案 に つ い て

2018年6月をもちまして代表取締役社長に就任いたしました。
自 動 車 業 界 が 1 0 0 年 に 一 度 の 大 変 革 期 に あ る こ の タ イ ミ ン グ で 、 経 営 の バ ト ン を 引 き 継 ぐ こ と に 重 責 を
感じています。当社の不変の経営理念である「お客様第一を基軸に『存在感と魅力ある企業』を目指す」
のもと、この大きな事業環境の変化を見極め、スピード感をもって対応していきます。

社 長 就 任 に あ た っ て

中村 知美

代表取締役社長 CEO

「安心と愉しさ」を提供し続けるために、
すべてのステークホルダーから信頼・
共感される存在となる
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CSRの取り組みについては、ＳＵＢＡＲＵグループが真の
グローバル企業として社会から信頼され、またＳＵＢＡＲＵ
グループで働くすべての人が誇りを持てる企業にするために、
新 中 期 経 営 ビ ジ ョ ン 「 S T E P 」 に 合 わ せ て 、 従 来 の C S R の
取り組みを見直し、「CSR重点6領域」を定めました。
「 C S R 重 点 6 領 域 」 は 、 事 業 の 強 み を 活 か し て 社 会 に 貢 献
するとともに、社会からの要請に応えていくという両方の
側面から選定したもので、「人を中心とした自動車文化」
「 共 感 ・ 共 生 」 「 安 心 」 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 「 環 境 」
「コンプライアンス」としています。

私たちは、「クルマは単なる移動手段ではない」と考えて
い ま す 。 「 人 を 中 心 と し た 自 動 車 文 化 」 で は 、 「 安 心 と
愉しさ」といった人の「感性」を大切にし、クルマは人の
心や人生を豊かにするパートナーとなる商品やサービスを
付加価値としてお客様に届け、持続可能なモビリティ文化
を醸成することを目指します。
ま た 、 私 た ち は 常 に お 客 様 や 社 会 の 声 に 真 摯 に 向 き 合 う
ことを基本としています。

ＳＵＢＡＲＵグループ CSR重点6領域

C S R 重 点 6 領 域 を 選 定

Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 2 0 1 8 年 7 月 に 2 0 2 5 年 ま で の 新 中 期 経 営 ビ ジ ョ ン 「 S T E P 」 を 発 表 し ま し た 。 新 た な
ビ ジ ョ ン 策 定 に 至 っ た 背 景 に は 、 自 動 車 業 界 の 大 変 革 期 と い わ れ る 中 で 、 外 部 環 境 の 変 化 を 見 据 え た
経 営 の 方 向 性 を 示 す 必 要 が あ っ た こ と 、 近 年 の 急 成 長 に 伴 う 歪 み 、 ほ こ ろ び や 課 題 が 明 確 に な っ て き た
こ と が あ り ま す 。 一 刻 も 早 く 真 の 実 力 を 養 成 し 、 信 頼 を 取 り 戻 す 、 「 お 客 様 に 『 安 心 と 愉 し さ 』 を 提 供
す る 」 と い う ブ ラ ン ド の 方 向 軸 は 動 か さ ず 、 多 様 化 す る 社 会 ニ ー ズ に 貢 献 し 、 企 業 と し て の 責 任 を 果 た
し て い き ま す 。 そ し て 、 お 客 様 に 共 感 さ れ 、 信 頼 し て い た だ け る 存 在 を 目 指 す と い う 強 い 意 志 の も と 、
全社一丸となって取り組みを進めていきます。具体的な取り組みについては、最優先項目としてＳＵＢＡＲＵ
が 取 り 組 ま な け れ ば な ら な い 課 題 と し て 「 組 織 風 土 改 革 」 を 掲 げ ま し た 。 ス ロ ー ガ ン に は 、 決 意 と 覚 悟
を表す意図で「Change the Culture」という強い言葉を用いています。ＳＵＢＡＲＵが過去から培って
きた良いDNAは守りつつ、時代や世の中の変化に対して敏感に、スピード感をもって、柔軟に対応できる
会 社 を 目 指 し 、 コ ン プ ラ イ ア ン ス 、 ガ バ ナ ン ス 、 マ ネ ジ メ ン ト の 強 化 を 加 速 し て い き ま す 。 同 時 に 、
企 業 風 土 と 人 材 ・ 組 織 の 変 革 、 C S R の 取 り 組 み 見 直 し 、 事 業 活 動 全 般 に お け る シ ス テ ム 化 の 推 進 な ど に
取り組みます。

新 中 期 経 営 ビ ジ ョ ン 「 S T E P 」 策 定
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代 表 取 締 役 社 長  C E O

「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 に お い て は 、 多 様 な 市 場 価 値 を 尊 重 し 、 お 客 様 の 選 択 肢 を 増 や し て い く こ と が 、
Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の 持 続 可 能 性 に も つ な が る と 考 え て い ま す 。 そ の た め に は 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ グ ル ー プ で 働 く
すべての人々の視点にも多様性が必要です。事業の強みを活かして社会課題を解決する「商品のダイバー
シ テ ィ 」 と 社 会 か ら の 要 請 に 応 え る 「 従 業 員 の ダ イ バ ー シ テ ィ 」 両 方 に 取 り 組 む こ と が 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ
独自のダイバーシティだと考えています。

「 環 境 」 に つ い て は 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ は 、 自 動 車 と 航 空 宇 宙 事 業 を 柱 と す る 私 た ち の 事 業 フ ィ ー ル ド を
「大地と空と自然」としています。「大地と空と自然」を将来世代に伝承するためにも、企業活動全体で
環境に配慮していかなければなりません。
環境方針において、気候変動を最も重要な取り組みと位置付けており、気温上昇を2℃未満に抑えるため
にもＳＵＢＡＲＵグループが直接排出するCO2を、2030年度には30％削減（2016年度比・総量ベース）
するという目標を掲げ、気候変動問題の解決に取り組んでいきます。

最後に、「コンプライアンス」ですが、すべての業務においてコンプライアンスを重視する意識を醸成し、
自らの企業体質を根幹から変革していくことが必要であると強く認識しています。
この度の不適切事案を踏まえ、ＳＵＢＡＲＵでは、コンプライアンスの実践を経営の最重要課題の一つと
位置付け、さまざまな取り組みを実施しています。
経 営 ト ッ プ が 先 頭 に 立 ち 、 す べ て の 役 員 や 従 業 員 が 一 丸 と な っ て コ ン プ ラ イ ア ン ス に 取 り 組 む こ と で 、
コンプライアンス重視・優先の考え方がＳＵＢＡＲＵグループで働くすべての人々に浸透し、実行されて
いる企業を目指します。
そして、一刻も早くステークホルダーの皆様からの信頼を回復し、「モノをつくる会社から笑顔をつくる
会社」になることをお約束いたします。

※ Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ 乗 車 中 の 死 亡 事 故 お よ び Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ と の 衝 突 に よ る 歩 行 者 ・ 自 転 車 等 の 死 亡 事 故 を ゼ ロ

「 共 感 ・ 共 生 」 で は 、 人 と 人 と の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 通 じ て 事 業 活 動 を す る こ と で 、 お 客 様 や 地 域
社 会 に 信 頼 さ れ 、 共 感 し て い た だ け る 存 在 に な り 、 共 生 で き る 企 業 に な り た い と 考 え て い ま す 。

そ し て 、 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ の こ だ わ り と も い え る 「 安 心 」 で す 。 ク ル マ に 求 め ら れ る 安 心 感 を 実 現 す る と
同 時 に 、 お 客 様 、 地 域 社 会 、 従 業 員 を は じ め 、 す べ て の ス テ ー ク ホ ル ダ ー に 「 Ｓ Ｕ Ｂ Ａ Ｒ Ｕ な ら 安 心 」
と い う 「 最 高 の 安 心 」 を 感 じ て い た だ け る 存 在 に な る こ と を 目 指 し ま す 。 特 に 「 『 人 の 命 を 守 る 』
こ と に こ だ わ り 、 2 0 3 0 年 に 死 亡 交 通 事 故 ゼ ロ ※」 を 目 標 に 掲 げ て 取 り 組 ん で い き ま す 。




